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国
連
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
で
、
駐
屯
地
か
ら
約
六
十
名
の
隊
員
が
派
遣

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
一
月
十
日
南
ス
ー
ダ
ン
第
一
次
隊
の
先
遣
隊
と
し
て
、
第

三
〇
二
坑
道
中
隊
長
松
﨑
信
義
三
佐
の
壮
行
会
が
実
施
さ
れ
た
。
壮
行
会
の
中
で

松
﨑
三
佐
は
、
「
現
地
で
は
病
気
に
か
か
ら
な
い
に
よ
う
に
注
意
し
、
南
ス
ー
ダ

ン
の
国
作
り
の
た
め
『
形
と
記
憶
に
残
る
仕
事
』
を
し
て
き
た
い
。
」
と
抱
負
を

述
べ
た
。

ま
た
、
一
月
二
十
七
日
に
は
、
ハ
イ
チ
派
遣
国
際
救
援
隊
（
第
六
次
要
員
）
二

十
名
の
壮
行
会
が
実
施
さ
れ
、
代
表
し
て
第
三
一
二
施
設
器
材
中
隊
坂
根
永
司
二

尉
が
「
日
本
を
代
表
し
て
今
ま
で
培
っ
て
き
た
こ
と
を
充
分
に
発
揮
し
、
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
き
ま
す
。
」
と
述
べ
た
。

さ
ら
に
、
三
月
二
十
二
日
に
は
、
南
ス
ー
ダ
ン
派
遣
施
設
隊
（
施
設
小
隊
）
三

十
四
名
の
壮
行
会
が
実
施
さ
れ
、
代
表
し
て
第
三
三
七
施
設
中
隊
長
福
田
浩
之
一

尉
が
「
世
界
で
最
も
新
し
い
国
の
国
作
り
に
、
日
本
の
代
表
と
し
て
参
加
で
き
る

こ
と
を
誇
り
と
し
、
決
意
を
新
た
に
頑
張
っ
て
来
ま
す
。
」
と
述
べ
た
。

松
﨑
三
佐
は
一
月
十
四
日
に
出
国
し
、
現
地
に
お
い
て
活
動
中
で
あ
る
。
ハ
イ

チ
派
遣
国
際
救
援
隊
の
二
十
名
は
二
月
十
日
、
二
十
四
日
と
二
派
に
分
か
れ
て
出

国
し
、
現
地
で
活
動
中
で
あ
る
。
南
ス
ー
ダ
ン
派
遣
施
設
隊
（
施
設
小
隊
）
三
十

四
名
も
三
月
二
十
四
日
に
出
国
し
、
先
遣
隊
と
し
て
既
に
活
動
中
の
松
﨑
三
佐
と

合
流
し
、
宿
営
地
外
の
道
路
整
備
を
四
月
二
日
か
ら
実
施
中
で
あ
る
。

壮
行
会
で
抱
負
を
述
べ
る
松
﨑
三
佐

駐
屯
地
見
送
り

南
ス
ー
ダ
ン
派
遣
施
設
隊
・
ハ
イ
チ
派
遣
国
際
救
援
隊
へ
出
発南

ス
ー
ダ
ン
派
遣
施
設
隊

空
港
見
送
り

ハ
イ
チ
派
遣
国
際
救
援
隊

空
港
見
送
り



岩
見
沢
市
は
、
四
十
二
年
ぶ
り
に
積
雪
記
録
を
更
新
す

る
百
九
十
四
セ
ン
チ
の
積
雪
量
で
、
市
内
の
交
通
機
関
は

大
混
乱
と
な
り
路
線
バ
ス
も
運
休
、
緊
急
車
両
の
通
行
に

も
支
障
が
で
て
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
た
。

ま
た
、
隣
接
す
る
三
笠
市
に
お
い
て
も
累
積
降
雪
量
が

平
年
の
三
倍
に
達
し
岩
見
沢
市
同
様
に
影
響
を
受
け
て
い

た
。第

十
二
施
設
群
は
、
一
月
十
八
日
、
人
員
百
五
十
名
、

車
両
三
十
五
両
の
編
成
を
も
っ
て
災
害
派
遣
活
動
を
開
始

し
た
。
雪
害
に
よ
る
災
害
派
遣
は
、
平
成
二
十
年
二
月
に

岩
見
沢
市
の
道
道
八
十
一
号
に
お
い
て
暴
風
雪
の
た
め
車

両
二
十
台
が
走
行
不
能
と
な
り
、
人
命
救
助
、
人
員
輸
送

を
実
施
し
た
時
以
来
四
年
ぶ
り
で
あ
る
。

災
害
派
遣
活
動
は
、
調
整
を
図
り
つ
つ
、
岩
見
沢
市
・

三
笠
市
の
主
要
幹
線
等
の
除
排
雪
、
岩
見
沢
市
内
の
独
居

高
齢
者
宅
の
除
雪
、
一
日
三
交
代
二
十
四
時
間
態
勢
で
実

施
し
、
二
十
二
日
終
了
し
た
。

二
月
に
入
っ
て
も
記
録
的
大
雪
は
続
き
高
齢
者
世
帯
の

多
い
三
笠
市
弥
生
地
区
に
お
い
て
は
除
雪
が
間
に
合
わ
ず

住
民
が
孤
立
す
る
恐
れ
が
出
た
た
め
、
二
月
十
四
日
人
員

三
十
名
、
車
両
十
両
の
編
成
を
も
っ
て
災
害
派
遣
活
動
を

開
始
し
た
。
三
笠
市
へ
の
派
遣
は
先
月
に
続
き
二
回
目
で

あ
る
。
活
動
は
、
調
整
を
図
り
つ
つ
除
排
雪
を
実
施
し
、

十
六
日
無
事
終
了
し
た
。

岩見沢市７条通り夜間の排雪(３３６施中）

岩見沢市美流渡地区独居高齢者宅の除雪(３３７施中）

三笠市内弥生地区ロータリーによる拡幅（３１２施器中）

三笠市長へ終了報告（３３５施中長）

三笠市弥生地区における排雪（３３５施中） 三笠市内幹線道路の排雪（３３５施中）

（１月の災害派遣）（２月の災害派遣）

駐屯地を出発



平
成
二
十
三
年
度
隊
冬
季
戦
技
競
技
会
が
、

二
月
八
日
南
恵
庭
駐
屯
地
及
び
北
大
演
恵
庭
地

区
で
実
施
さ
れ
、
前
回
の
競
技
会
に
引
き
続
き

見
事
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

競
技
会
は
、
一
般
走
、
部
隊
機
動
の
部
に
分

け
て
実
施
さ
れ
、
そ
の
平
均
タ
イ
ム
で
争
わ
れ

ま
し
た
。

今
年
度
は
、
戦
技
教
官
第
三
一
二
施
設
器
材

中
隊
長
千
葉
一
尉
の
も
と
各
中
隊
の
監
督
と
連

携
し
な
が
ら
の
練
成
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
月
十
八
日
か
ら
の
岩
見
沢
市
及

び
三
笠
市
の
災
害
派
遣
に
よ
り
練
成
は
一
時
中

止
と
な
り
、
練
成
不
足
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

一
般
走
で
は
第
一
位
（
三
三
六
施
中
島
村
二

曹
）
、
第
二
位
（
三
〇
二
坑
中
奥
田
曹
長
）
を

独
占
す
る
な
ど
、
選
手
は
普
段
の
練
成
の
成
果

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
見
事
連
覇
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

閉
会
式
後
、
選
手
は
駐
屯
地
に
移
動
し
、
駐

屯
地
隊
員
か
ら
盛
大
な
出
迎
え
を
受
け
、
祝
勝

会
へ
と
移
行
し
勝
利
の
美
酒
に
酔
い
浸
り
ま
し

た
。

部隊機動の部 一般走第１位島村２曹の滑り

駐屯地出迎え

岩見沢市3条西2丁目ツタヤビル4F店 主 平 井

0126-(22)-8873

飲み放題 3000円（５名様から）

北の国から

SNACK

ひと、いえ、くるま。ＪＡ共済には、

岩 見 沢 市 ２ 条 西 １ 丁 目 １ 番 地

T E L 0 1 2 6 - 2 5 - 2 2 1 １

ＪＡ共済は、相互扶助「助け合い」を理念とした協同組合保険。

暮らしの保障のすべてが揃っています

営利を目的としていないので、納得のいく掛金で

大きな保障が得られます。



ド
カ
雪
祭
り
支
援
に
参
加
し
て

私
は
、
今
回
の
ド
カ
雪
祭
り
雪
像
製
作

に
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
雪
害
で
災

派
出
動
と
い
う
く
ら
い
の
豪
雪
で
雪
不
足

に
は
困
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
雪
害
派
遣

に
よ
り
製
作
期
間
が
短
縮
さ
れ
、
メ
イ
ン

で
あ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
作
成
も
な
く
ス
テ

ー
ジ
も
少
し
小
さ
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
分
、
小
隊
陸
曹
で
あ
る
菅
二
曹
の
製
作

に
お
け
る
要
望
事
項
「
直
角
・
水
平
」
を

追
求
し
雪
像
作
成
に
臨
み
ま
し
た
。

私
は
、
当
初
、
階
段
部
の
担
当
で
し
た

が
、
製
作
が
進
む
に
つ
れ
階
段
の
曲
が
り

が
目
立
っ
た
り
降
雪
に
よ
り
高
さ
が
変
わ

っ
た
り
等
思
っ
て
い
た
よ
り
と
て
も
時
間

の
掛
か
る
作
業
で
し
た
が
そ
の
分
完
成
し

た
時
の
達
成
感
は
言
葉
に
表
せ
な
い
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
作
業
も
終
盤
に
さ
し
か

か
り
化
粧
雪
を
張
り
付
け
て
完
成
と
い
う

所
ま
で
き
た
の
で
す
が
、
私
自
身
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
な
っ
て
し
ま
い
最
後
ま
で
製

作
に
は
携
わ
れ
ず
と
て
も
悔
し
く
、
残
念

な
思
い
で
し
た
が
全
般
を
通
し
て
今
回
の

参
加
は
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
支
援
に
参
加
さ
れ
た
皆
様
、
ま
た
、

多
く
の
温
か
い
差
し
入
れ
を
し
て
下
さ
っ

た
皆
様
、
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。次

回
ま
た
参
加
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
、

今
度
こ
そ
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
参
加
し
、

こ
の
ド
カ
雪
祭
り
に
貢
献
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

第３３６施設中隊

陸士長 花田 亮平

私
は
、
平
成
二
十
三
年
八
月
南
恵
庭
駐

屯
地
第
三
〇
一
坑
道
中
隊
か
ら
、
岩
見
沢

駐
屯
地
第
十
二
施
設
群
第
三
〇
二
坑
道
中

隊
に
転
属
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
転
属
は

私
の
希
望
で
あ
り
私
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま

で
の
自
衛
隊
生
活
で
初
め
て
の
転
属
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
決
断
し
た
き
っ
か

け
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
に
、
ハ
イ
チ
国
際
活
動
救
援
隊
と

し
て
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
に
参
加
し
た
事
で
す
。

こ
の
ハ
イ
チ
派
遣
は
、
人
生
初
め
て
の
海

外
派
遣
で
他
部
隊
、
他
職
種
の
仲
間
、
他

国
の
軍
隊
と
一
緒
に
活
動
し
、
現
地
の
人

々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
私
は
、
自

衛
官
と
し
て
の
知
識
、
技
術
だ
け
で
は
な

く
、
日
本
人
と
し
て
の
考
え
方
等
、
色
々

と
足
り
な
い
も
の
が
沢
山
あ
る
の
だ
と
感

じ
ま
し
た
。

二
つ
目
の
理
由
と
し
て
、
未
曾
有
の
大

震
災
、
東
日
本
大
震
災
に
派
遣
さ
れ
、
そ

の
活
動
の
中
で
、
自
衛
官
と
し
て
、
日
本

人
と
し
て
、
人
間
と
し
て
足
り
な
い
も
の

が
多
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
身

近
に
い
る
人
達
の
大
切
さ
を
日
々
感
じ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
南
恵
庭
駐
屯
地
で
は
、
十
年
余

り
勤
務
を
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
同
じ
環

境
の
中
に
い
る
事
で
周
り
の
人
達
に
頼
り

過
ぎ
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
も
あ

り
、
考
え
出
し
た
結
果
が
転
属
と
い
う
答

え
で
し
た
。

岩
見
沢
駐
屯
地
に
転
属
を
し
て
、
違
う

環
境
、
新
し
い
仲
間
達
と
一
緒
に
勤
務
を

す
る
事
で
、
自
衛
官
と
し
て
の
知
識
、
技

術
の
向
上
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
と
し
て

の
更
な
る
成
長
を
目
指
し
、
日
々
勤
務
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
微
力
な
が
ら
第
十
二
施
設
群

の
力
に
な
れ
ば
幸
い
だ
と
思
い
ま
す
。

転

属

を

決

め

て

第３０２坑道中隊

３曹 小柳 秀治

私
は
、
平
成
二
十
三
年
度
Ｆ
Ｔ
Ｃ
訓
練

で
施
設
手
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
を
命
じ

ら
れ
ま
し
た
。

期
間
は
、
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
二
十

四
日
ま
で
東
千
歳
で
事
前
訓
練
、
十
二
月

九
日
か
ら
十
八
日
ま
で
富
士
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

東
千
歳
で
は
初
め
て
見
る
バ
ト
ラ
ー
に
興

奮
、
銃
や
体
に
装
備
し
て
感
じ
た
重
さ
に

驚
き
、
装
着
方
法
や
注
意
事
項
を
聞
き
、

全
て
が
初
め
て
で
先
が
重
い
や
ら
れ
た
事

を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
徐
々

に
バ
ト
ラ
ー
に
も
慣
れ
、
帰
隊
前
日
に
は

本
番
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
い
、
見
事
早

い
段
階
で
習
得
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

本
訓
練
を
行
う
富
士
ま
で
は
、
フ
ェ
リ
ー

を
使
い
移
動
、
宿
営
地
に
着
く
と
事
前
教

育
及
び
訓
練
等
を
行
い
、
本
番
を
迎
え
ま

し
た
。
本
番
当
日
、
装
具
を
付
け
、
背
の

う
を
背
負
い
、
小
銃
及
び
破
壊
筒
を
装
備

し
た
時
の
重
さ
は
、
一
夜
二
日
普
通
科
の

分
隊
に
つ
い
て
行
け
る
の
か
不
安
で
し
た
。

当
日
を
迎
え
、
九
時
に
状
況
開
始
、
普
通

科
は
行
進
速
度
も
速
く
、
高
低
差
の
あ
る

道
や
自
分
の
背
丈
よ
り
も
高
い
笹
な
ど
の
、

道
な
き
道
を
難
な
く
行
進
し
ま
す
。
行
進

し
て
三
十
分
、
汗
だ
く
で
す
。
状
況
開
始

か
ら
三
時
間
、
高
く
急
な
崖
を
登
り
小
休

止
、
水
分
補
給
を
し
て
い
た
時
で
し
た
、

敵
砲
迫
に
よ
る
攻
撃
、
分
隊
の
大
半
が
死

亡
、
自
分
も
そ
の
中
の
一
人
で
し
た
。

後
日
の
Ａ
Ａ
Ｒ
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

分
隊
が
敵
斥
候
に
見
つ
か
り
弾
着
誘
導
さ

れ
た
結
果
で
し
た
。

今
後
、
行
動
の
秘
匿
性
、
分
散
警
戒
、

基
本
基
礎
の
重
要
性
等
、
こ
の
訓
練
を
通

し
て
学
ん
だ
事
を
、
活
か
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

Ｆ

Ｔ

Ｃ

訓

練

に

参

加

し

て

第３３５施設中隊

陸士長 香山 義彦

代表取締役

0126-22-5871

岩見沢市有明町南１番地７

多彩な催しにご利用いただける施設です。

株式会社 振興いわみざわ

代表取締役 北市 宗三

岩見沢市有明町南１番地７

お気軽にお電話ください。

株式会社 振興いわみざわ

隊
冬
季
戦
技
競
技
会
に
参
加
し
て

自
分
は
ス
キ
ー
を
始
め
て
今
年
で
四
年

目
に
な
り
ま
す
。
最
初
の
こ
ろ
は
き
つ
い

だ
け
で
全
然
結
果
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

去
年
ぐ
ら
い
か
ら
上
達
し
て
い
く
の
が
わ

か
り
、
ス
キ
ー
が
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
中
隊
で
も
冬
季
戦
技
指
導
の
陸
士
代

表
と
し
て
後
輩
の
育
成
指
導
に
励
ん
で
い

ま
す
。

今
季
は
十
二
月
か
ら
雪
に
も
恵
ま
れ
、

練
成
隊
に
入
り
、
年
末
年
始
休
暇
明
け
最

初
の
タ
イ
ム
レ
ー
ス
で
六
十
位
、
二
回
目

の
タ
イ
ム
レ
ー
ス
で
四
十
六
位
、
選
手
が

決
ま
る
最
後
は
二
十
九
位
と
結
果
が
出
て
、

一
般
走
の
選
手
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

隊
冬
季
戦
技
競
技
会
当
日
は
、
大
変
滑

る
コ
ー
ス
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
ま
で

で
一
番
良
い
タ
イ
ム
が
出
て
、
気
持
ち
よ

く
滑
走
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
群
も
優
勝

と
い
う
こ
と
で
、
少
し
は
貢
献
で
き
た
か

な
と
思
い
ま
す
。

今
季
は
選
手
で
出
場
、
そ
し
て
優
勝
、

本
当
に
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。
来
年
は
さ

ら
に
ス
キ
ー
技
術
、
そ
し
て
体
力
を
向
上

さ
せ
と
り
あ
え
ず
近
い
将
来
、
中
隊
の
松

山
三
曹
、
豊
田
三
曹
を
ぶ
っ
ち
ぎ
り
で
き

る
様
に
頑
張
り
ま
す
。

第３３７施設中隊

陸士長 久保 真人

隊戦技競技会での滑り

雪像製作中の花田士長

ジブラルタ生命
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春
の
交
通
安
全
に
つ
い
て

●
春
季
の
事
故
要
因

雪
道
の
低
速
運
転
か
ら
解
放
さ
れ
、
乾
燥
路
面
が
多
く
な
る
に
つ
れ
、
つ

い
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
る
傾
向
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
制
限
速
度
を
守
り

常
に
安
全
な
速
度
を
意
識
し
た
運
転
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
レ
ジ
ャ
ー
等
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
、
交
通
量
が

増
加
す
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
長
距
離
運
転
な
ど
に
よ
る
疲
れ
や
眠
気
な

ど
が
原
因
で
正
面
衝
突
や
単
独
事
故
が
起
こ
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
疲
れ
を

感
じ
た
ら
早
め
に
休
憩
を
し
た
り
軽
い
体
操
や
ガ
ム
を
噛
む
な
ど
の
眠
気
防

止
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う

●
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

冬
か
ら
の
開
放
感
や
走
り
や
す
さ
か
ら
く
る
油
断
が
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過

ぎ
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
走
行
速
度
を
常
に
意
識
す
る
。

対
向
車
の
車
線
は
み
出
し
や
子
ど
も
や
高
齢
者
の
車
道
へ
の
飛
び
出
し
な

ど
に
注
意
す
る
。

山
間
部
や
日
陰
部
、
ト
ン
ネ
ル
の
出
入
り
口
付
近
で
は
凍
結
部
分
が
あ
る

の
で
注
意
す
る
。

「
大
丈
夫
。
（
人
や
車
が
）
出
て
こ
な
い
だ
ろ
う
。
」
と
い
う
思
い
こ
み

運
転
を
や
め
て
、
「
か
も
し
れ
な
い
。
」
と
い
う
防
衛
運
転
を
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。

一
二
〇
警

岩
見
沢
連
絡
班

■
総
監
表
彰
（
第
三
級
賞
詞
）

災
害
派
遣
に
よ
る
功
績

群
本
部

三
佐

松
平

実

三
三
五
施
中

一
尉

手
嶋

要
二

三
一
二
施
器
中

一
尉

千
葉

勇

本
管
中

曹
長

中
上

聡

本
管
中

曹
長

山
本

哲
也

三
四
二
施
中

一
曹

小
山

利
春

車
両
無
事
故
に
よ
る
功
績

三
四
二
施
中

二
曹

渡
邉

繁
樹

三
一
二
施
器
中

二
曹

岡
本

晃
佳

■
隊
長
表
彰
（
第
四
級
賞
詞
）

災
害
派
遣
に
よ
る
功
績

三
一
二
施
器
中

二
曹

岡
本

晃
佳

職
務
遂
行
に
よ
る
功
績

本
管
中

二
曹

木
村

亮
一

■
群
長
表
彰
（
第
四
級
賞
詞
）

Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣
準
備
に
伴
う
功
績

群
本
部

二
尉

鳥
越

宣
光

災
害
派
遣
に
よ
る
功
績

群
本
部

准
尉

柴
田

周
二

本
管
中

一
尉

小
見

一
仁

本
管
中

曹
長

池
田

隆
一

本
管
中

曹
長

渡
邊

敏

本
管
中

曹
長

高
橋

昌
嗣

本
管
中

二
曹

野
口

健
一

本
管
中

二
曹

井
幡

淳
哉

本
管
中

二
曹

大
山

充

三
三
五
施
中

一
曹

桐
谷

嘉
男

三
三
五
施
中

二
曹

則
元

直
樹

三
三
五
施
中

二
曹

細
野

貴
志

三
三
五
施
中

二
曹

番
井

健
太

三
三
五
施
中

三
曹

藤
本

直
人

三
三
六
施
中

一
曹

片
山

修
司

三
三
六
施
中

一
曹

中
山

智
揮

三
三
六
施
中

二
曹

北
村

和
広

三
三
六
施
中

二
曹

島
村

猛
司

三
三
七
施
中

二
曹

田
中

匡

三
三
七
施
中

二
曹

佐
々
木
正
則

三
三
七
施
中

三
曹

木
村

圭
司

平
成
二
十
三
年
度
後
期
賞
詞
受
賞
者

お二人の想い平安閣が叶えます。

IWAMIZAWA

岩見沢市５条東２丁目 TEL (0126)２３－４５８１

HEIANKAKU

i-heiankaku@herb.ocn.ne.jp

お二人の想い平安閣が叶えます。

IWAMIZAWA

岩見沢市５条東２丁目 TEL (0126)２３－４５８１

HEIANKAKU

i-heiankaku@herb.ocn.ne.jp

三
四
二
施
中

一
尉

伊
藤

基

三
四
二
施
中

二
曹

土
屋

涼
繁

三
四
二
施
中

二
曹

渡
邉

繁
樹

三
四
二
施
中

二
曹

神
田

清
隆

三
一
二
施
器
中

二
曹

角
田

誠

三
一
二
施
器
中

二
曹

平
澤

伸
悦

三
一
二
施
器
中

二
曹

武
田

裕
章

三
一
二
施
器
中

二
曹

古
道

誠
二

三
一
二
施
器
中

二
曹

高
橋

忍

三
〇
二
坑
中

一
曹

田
部
井
哲
男

三
〇
二
坑
中

二
曹

内
城

満
博

車
両
無
事
故
に
よ
る
功
績

三
四
二
施
中

二
曹

板
谷

誘
也

三
一
二
施
器
中

三
曹

石
多

和
之

職
務
遂
行
に
よ
る
功
績

三
三
六
施
中

二
曹

敦
賀

隼
人

三
三
七
施
中

曹
長

佐
伯

洋
一

三
三
七
施
中

三
曹

牛
木

雄
一

三
四
二
施
中

一
曹

秋
元

和
春

三
四
二
施
中

二
曹

寺
島

達
也

■
群
長
表
彰
（
第
五
級
賞
詞
）

Ｐ
Ｋ
Ｏ
派
遣
準
備
に
伴
う
功
績

本
管
中

曹
長

能
藤

大
作

三
三
五
施
中

一
曹

松
村

卓

災
害
派
遣
に
よ
る
功
績

群
本
部

三
佐

井
上

良
男

群
本
部

一
尉

高
市

覚

群
本
部

一
尉

角

慎
哉

本
管
中

二
尉

青
木

広
幸

本
管
中

二
曹

松
浦

高
弁

三
三
五
施
中

二
尉

岡
本

剛
史

三
三
五
施
中

二
曹

武
田

和
也

三
三
五
施
中

三
曹

渡
邊

修

三
三
六
施
中

三
曹

及
川

和
博

三
三
七
施
中

二
尉

古
橋

俊
之

三
三
七
施
中

一
曹

西
原

寿
晃

三
四
二
施
中

三
曹

澤
田

圭
吾

三
一
二
施
器
中

二
曹

佐
々
木
力
弥

三
〇
二
坑
中

二
尉

池
田

竜
也

三
〇
二
坑
中

一
曹

山
上

竜
一

三
〇
二
坑
中

二
曹

松
坂

肇
貢

三
〇
二
坑
中

二
曹

井
上

博
登

三
〇
二
坑
中

三
曹

三
浦

岳

三
〇
二
坑
中

三
曹

作
田

尚
之

「
疲
労
骨
折
に
つ
い
て
」

本
管
中

曹
長

増
川
政
司

疲
労
骨
折
と
は
、
一
回
の
外
力
に
よ
っ
て
生
じ
る
骨
折
と
異
な
り
、

長
時
間
の
走
行
、
疾
走
、
跳
躍
な
ど
を
頻
回
に
繰
り
返
し
行
う
と
、

骨
組
織
が
あ
る
部
分
で
連
続
性
が
絶
た
れ
た
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
疲
労
骨
折
と
い
い
ま
す
。

す
ね
の
骨
や
足
の
中
足
骨
に
多
く
発
生
し
、
特
に
中
足
骨
に
お
い

て
は
行
軍
骨
折
と
も
い
わ
れ
、
慢
性
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
起
こ
り

ま
す
。
外
傷
に
よ
る
骨
折
と
違
い
、
出
血
し
た
り
、
ぐ
ら
ぐ
ら
し
た

り
、
激
し
い
痛
み
を
訴
え
た
り
し
な
い
の
で
本
人
も
気
づ
か
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
運
動
後
に
鈍
痛
が
あ
っ
た
り
、
そ
の
部
分
を
押
す

と
痛
む
程
度
の
た
め
見
過
ご
す
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。

通
常
は
治
療
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
も
あ
り
、
二
～
三
週
間
安
静

に
す
る
と
治
り
ま
す
が
、
ま
れ
に
跳
躍
で
起
こ
る
「
す
ね
」
の
疲
労

骨
折
に
難
治
の
も
の
も
あ
る
の
で
異
常
を
感
じ
た
な
ら
早
期
受
診
を

し
、
健
康
の
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。



定期異動 （
平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
三
日
付
）

《
転
出
》

■
第
十
二
施
設
群

群
本
部

三
佐

松
平

実

（
陸
幕
装
備
部

・
市
ヶ
谷
）

本
管
中

曹
長

中
上

聡

（
北
施
隊
本
付

・
南
恵
庭
）

三
三
五
施
中

二
曹

佐
藤

直
之
（
丘
珠
駐
業

・
丘

珠
）

三
三
五
施
中

士
長

今
野
伸
一
郎
（
十
施
設
群

・
船

岡
）

三
三
六
施
中

三
尉

寺
本

武
史
（
二
施
設
大
隊

・
旭

川
）

三
四
二
施
中

一
尉

伊
藤

基

（
一
〇
五
施
器
隊

・
南
恵
庭
）

一
曹

中
村

英
謙
（
釧
路
駐
業

・
釧

路
）

一
曹

秋
元

和
春
（
釧
路
駐
業

・
釧

路
）

三
曹

廣
岡

健

（
高
等
工
科
学
校

・
竹

山
）

■
第
二
直
接
支
援
中
隊

二
曹

林

淳
一
（
一
〇
一
施
直
支
大
・
南
恵
庭
）

二
曹

家
常

崇
（
一
〇
一
特
直
支
大
・
北
千
歳
）

■
駐
屯
地
業
務
隊一

曹

郡
司

嘉
國
（
七
偵
察
隊

・
東
千
歳
）

二
曹

大
下

知
朗
（
北

処

・
島

松
）

■
第
三
一
四
基
地
通
信
中
隊

一
曹

栗
田

明

（
美
唄
派
遣
隊

・
美

唄
）

（
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
付
）

《
技
官
等
転
出
》

行
（
一
）
四

林

政
善
（
北

処

・
島

松
）

行
（
一
）
三

福
田
由
美
子
（
北

処

・
島

松
）

行
（
一
）
三

堀

仁
（
旭
川
地
本

・
旭

川
）

行
（
一
）
三

玉
生

和
宏
（
南
恵
庭
駐
業

・
南
恵
庭
）

行
（
一
）
一

野
口

勝
弘
（
北
恵
庭
駐
業

・
北
恵
庭
）

《
技
官
等
転
入
》

行
（
一
）
四

藤
田

敏
広
（
旭
川
地
本

・
旭

川
）

行
（
一
）
三

大
島

範
之
（
東
千
歳
駐
業

・
東
千
歳
）

行
（
一
）
三

村
上

猛
（
北

処

・
島

松
）

行
（
一
）
一

本
間

浩
晃
（
美
幌
駐
業

・
美

幌
）
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《
転
入
》

■
第
十
二
施
設
群

群
本
部

三
佐

伴

光
晴
（
施
設
学
校

・
勝

田
）

本
管
中

曹
長

泉

勉

（
丘
珠
駐
業

・
丘

珠
）

三
三
五
施
中

三
曹

三
村

淳

（
一
〇
五
施
器
隊

・
南
恵
庭
）

三
三
六
施
中

二
曹

早
川

勇
気
（
一
〇
五
施
器
隊

・
南
恵
庭
）

三
一
二
施
中

三
曹

德
田

雅
俊
（
北
施
隊
本
付

・
南
恵
庭
）

三
〇
二
坑
中

二
曹

亀
石

満
明
（
北
恵
庭
駐
業

・
北
恵
庭
）

■
第
二
直
接
支
援
中
隊

二
曹

竹
本

貴
光
（
施
設
学
校

・
勝

田
）

■
駐
屯
地
業
務
隊一

曹

小
川

徹
也
（
釧
路
駐
業

・
釧

路
）

一
曹

大
久

千
彰
（
北

処

・
安

平
）

一
曹

佐
藤

誠

（
北

処

・
島

松
）

■
第
三
一
四
基
地
通
信
中
隊

一
曹

中
西

幸
作
（
三
一
四
基
通
中

・
真
駒
内
）

■
第
十
二
施
設
群

三
等
陸
尉
へ
（
三
月
二
十
一
日
付
）

三
三
六
施
中

小
林

棋
孝

三
三
七
施
中

伊
部

太
起

三
四
二
施
中

大
家

淳

第
九
十
三
期
一
般
幹
部
候
補
生
指
定

陸
曹
長
へ

（
四
月
一
日
付
）

三
三
六
施
中

井
幡

淳
哉

祝

昇
任

結婚おめでとう

第３０２坑道中隊

２曹 監物 貴宣

妻 聖さん １月２２日

第３３５施設中隊

３曹 村形 共康

妻 さや加さん １２月７日

第３３７施設中隊 ３曹 梅津 敏之

本部管理中隊 ３曹 麻衣子

１月１１日

３４２施中 大家３尉 ３３７施中 伊部３尉 ３３６施中 小林３尉




